
g

H

e

f

b

B d 5000（※1）

b+2*e50 50

t

基礎材

余裕幅 余裕幅

Ｕ型溝

縦鉄筋 1縦鉄筋 2

横鉄筋

・側溝間は、モルタル又は同等以上の止水材料を用いる構造となっている。

・つり下げ孔を設ける等、施工に配慮することが出来る。

・σｃｋ ＝ 30Ｎ/mm 以上。

特記事項

2

・鉄筋は SD295 及び JIS G 3532 に規定する鉄線とする。

称

名 標準設計番号 共－Ⅰ－1

工種記号 PU

径

5.0

D6

4.0

横鉄筋

寸 法 (mm)

B

450

600

300

600

許容差

450

300

呼び名

540600

450

300

H

400

b

260

項目

90 80

±2

75

65

d

70

e

60

80 600

70

f

60

430

ｇ

300

縦鉄筋2縦鉄筋1

5×2D6

4.0

径

3.2

4×2

本数

3×2

56.0

本数

6.0

径

6.0

4

4

鉄　　　筋

質 量
(kg)

1120

174065

－

本数

65

40 660

参 考

※1 許容差は±6とする。

－

共－１

300

600

450

呼び名

項目

 50

(mm) (mm)

100

基礎材 基礎材厚 基礎材

(m )3

0.048

0.064

0.080

t余裕幅

±3±2 ±3 －

参考数量 延長1m当り

参考図表



縦鉄筋2 縦鉄筋1

横鉄筋 横鉄筋

5000（※1）

b

t

l

A

B

C

b

c
H

e

f
t

5000(※1)

e

f

C

A

b

B

c

H

t

C50 50

t

基礎材

余裕幅 余裕幅

道路用側溝

・鉄筋は SD295 及び JIS G 3532 に規定する鉄線とする。

・側溝間は、モルタル又は同等以上の止水材料を用いる構造となっている。

・つり下げ孔を設ける等、施工に配慮することが出来る。

・手掛けは省くことが出来る。

・σｃｋ ＝ 30Ｎ/mm 以上。

特記事項

・断面寸法は JIS 5372 による。

縦鉄筋 横鉄筋

2

手掛け

縦鉄筋2 縦鉄筋1

車道用 歩道用

称

名

工種記号

標準設計番号
共－Ⅰ－3

PUT

呼び名

許容差

 70

 80

 70

300

500

許容差

400

呼び名

項目 寸　法　(mm)

±3

750

520

630

500

300

400

A B

620

420

510

625

395

510

C H

300

500

400

460

280

370

b c

 70

 80

 70

e f

6355D10500110512400 D6(6.0)

D6(6.0)500 622

±3

125 500 D10 6

－

6

－

87

6.0

径

縦 鉄 筋

縦鉄筋2

縦 鉄 筋

D6(6.0)

※1 許容差は±6とする。

6.0

6.0

底版内側

径

5.0

横 鉄 筋

D6

D6

寸 法 (mm)

250

300

362

412

b

項目

90

95

t

500

500

l

外 側

径

5.0

D6

D6

 95

125

110

t

60

59

59

本数

本数

横 鉄 筋

D10

D6

径

6

4

4.0

径

鉄  筋

縦鉄筋1

径

4.0

4.0

4.0

60

30

30

－

本数

10

15

13

本数

質 量
参 考

(kg)

3

本数

4

36

43

質 量
参 考

(kg)

960

1670

－

1230

 5

 5

 5

本数

 60

 65

 70

 55

呼び名

400

許容差

500

300

250

600

720

450

500

A

500400

500 600

250

300

B

340

400

C

項目

370510

±3

625 460

340

395

H

230

280

b

400

500

250

300

c e

寸  法 (mm)

本数

※1 許容差は±6とする。

 4

 4

 4

 4

縦鉄筋2

本数

25

25

25

25

横鉄筋

 95

 90

110

125

 65

 70

 60

 55

f t

5.0

5.0

径

4.0

4.0

縦鉄筋1

本数

4×2

4×2

5×2

6×2

4.0

4.0

－

径

4.0

4.0

6.0

6.0

径

6.0

6.0

鉄  筋

質 量

1090

－

1420

 830

 684

(kg)

参 考

共－２

300

300

500

250

400

呼び名

項目

 50

(mm) (mm)

100

基礎材 基礎材厚 基礎材

(m )3

0.052

0.061

0.072

0.050

0.044

t

400

500

 50 100

0.070

0.060

余裕幅

道
歩

用

道
用

車

参考数量 延長1m当り

参考図表

共－Ⅰ－5

CT

C型





排水孔部詳細図

a

1
2
5

h

L

750625 625

7
5

7
5

1
4
5

S2

S1

ずれ止め用孔
φ30/35

排水孔

寸 法 (mm)

a

許容差

呼び名
h L (kg)

参考質量

300

400

500

600

600

700

800

900

100

110

130

328

411

546

281

±3 ±6 －

S1 S2

径 径本数 本数

10

10

10

16

4

6

－

L

10

25

h

10

1
2
5

700 1000 150 720

2000

99 1800 99

L

a

1
7085

85

S2

S1

ずれ止め用孔
φ20

30 h

1
70

60

寸 法 (mm)

a

800

呼び名
h L (kg)

参考質量

300

400

500

600

600

700

800

900

416

473

334

364

S1 S2

径 径本数 本数

13 14

700 1000 370

2000

許容差

900 1200 442

±3 ±6 －

10 7

－

1000 1300 478

10001100 150

120

406

80

100

L

h
30

側溝再生用蓋
称

名

工種記号

標準設計番号

共－４

－

－

Ⅰ型 Ⅱ型

14

排水孔

13 8

10 18

10 5

6 5

10 6

10 5

17060

溝・排水孔部詳細図

170

17

14

30 35

・上記標準タイプの他に、管理孔グレーチング付き、乗入れ横断用、製品長1m、0.5m、

・σｃｋ ＝ 30Ｎ/mm 以上。

特記事項

2

・鉄筋は SD295 とする。

　歩道用の製品もある。

・蓋上にアスファルトを舗設し、暗渠構造とする。

・σｃｋ ＝ 30Ｎ/mm 以上。

特記事項

2

・鉄筋は SD295 とする。

・上記標準タイプの他に、横断用、製品長1mの製品もある。

・縦断および乗入れ横断に適用する。



5000（※1）B

c

be H
e

縦鉄筋1 縦鉄筋2

横鉄筋

呼び名

300

600-1000
400- 500

差
容
許

1000

±7

±3

1000

±5
±5

±2

600

±3

 600
 800

 500
 400
 300

600
800

500
380
490

320

300
400

B

200
260

H

965

±7

±3
±5

875

+5,-2

±2

90

+3,-2

490
580
770

520
695

435

300
395

c

345
260

b

60
75

55

40
50

e

縦鉄筋2

本数

5 4×2 6

－

縦鉄筋1

5
5

5

3.2
4

径

4×2
4×2

4×2
6
6

6

3×2
3×2

本数

6
6

径

6066 2180

－

本数

50
50
55
50
50

4
5
6

4
5

4

径

3.2
44

3

横鉄筋

770
943
1490

（kg）

343
571

質量
寸  法 (mm)

鉄　　筋 参考

A

1000

 600
 800

 500
 400
 300

1110

690
900

620
510
380

A

1000

600
800

500
400
300

800
1000

600

400
500

300

870
690

430
340

520

260 300
400
500
600

1000
800

45
50
60
70
90
110

3.2
4
5
5
6
6

3×2
4×2
5×2
5×2
6×2
7×2

6
6
6
6
6
6

3
3
4
4
5
6

4
5
6
6
9
9

45
45
40
50
35
45 3760

2430
1450
1050
718
490

1190
950
730
610
500
390

－
－
－

項目

・つり下げ孔を設ける等、施工に配慮することが出来る。

・側溝間は、モルタル又は同等以上の止水材料を用いる構造となっている。

特記事項

・σｃｋ ＝ 30Ｎ/mm 以上。

・鉄筋は SR235 および JIS G 3532 に規定する鉄線、または SD295 とする。

2

Ⅰ

型

型

Ⅱ

※1 許容差は±5とする。

－
－

－

共－５

300

呼び名

項目

(mm) (mm)

参考数量
基礎材 基礎材厚

延長1m当り
基礎材

(m )3

0.044

0.055

0.065

0.095

0.074

t

 50 100

0.045

0.116

0.065

0.054

0.097

0.076

0.119

称

名

ベンチフリューム

余裕幅

標準設計番号 共－Ⅰ－6

工種記号 BF

基礎材

ｔ

50
余裕幅

50
余裕幅

b+2*e

Ⅰ

型

400

500

600

800

1000

300

400

500

600

800

1000

Ⅱ

型
 50 100

参考図表







共－Ⅲ－3名

称
組立型集水桝

工種記号

標準設計番号

Ms

底版コンクリート

基礎材

a

0.216

3

内空積

(matH

呼び名

600

寸  法(mm)

) (kg)

790

参考質量

 800 150 600

1000

0.288

0.360 1200

0.640

1200

200 8001400

0.768

0.896 2860

1600 1.024 3220

1800 1.152 3590

800

1000 2120

2490

1.400

200 10001800

1.600

1.800 4310

2000 2.000 4750

2200 2.200 5190

1000

3430

3870

1400

1600

2.592

200 12002200

2.880

3.168 6060

2400 3.456 6570

2600 3.744 7090

1200

5030

5540

1800

2000

許容差  10+
- 10+

-
－ －

エポキシ系

接着剤

a

昇降金具

+ 8 - 4,

特記事項

・桝の組合せは、エポキシ系接着剤

・σｃｋ=24N/mm 以上。
2

・内高が1.2m以上の場合は、必要な位置

・蓋の強度は、開孔部強度を十分考慮す

・1面に1箇所の流出入孔を原則とする。

呼び名

600

800

1000

1200

H

 600

1200

 900

1400

1600

3
(m )

余裕幅

基礎材

(mm) (mm)

t

基礎材厚

t

クリート

底版コン

3
(m )

基礎材

0.150 0.079

a+2t

寸法

(mm)

  50 150
0.254 0.145

0.338 0.221

0.434 0.313

1個当り参考数量

(現場打設)

1000

共－９

  を用いて接合する。

  に昇降金具を取り付ける。

  ること。

参考図表



称

名

連結ボックスカルバ－ト
標準設計番号 共－Ⅳ－1

工種記号
RBX(P)

RBX(R)

1000×1000

1000×1500

1200×1200

1500×1000

1500×1500

1800×1500

1800×1800

2000×1500

2000×2000

4000 6000

6080

7320

7080

8860

10360

11260

12160

11860

13360

9120

10980

10620

13290

-

-

-

-

-

7360

8860

8560

8860

10360

13620

14700

15300

18060

11040

13290

12840

13290

-

-

-

-

-

3本連結2本連結3本連結2本連結3本連結2本連結

L
600型150型・300型

参考質量(kg)

呼び名

B×H

n=3本連結の場合n=2本の場合

L=2l+△l

ll

L

△l

2本連結 3本連結

l l l△l △l

L

PC鋼材 PC鋼材

寸法(mm)

PC

6320

7620

7360

8940

10340

12100

13000

13960

15560

9480

11430

11040

13410

-

-

-

-

-

3本連結2本連結

RC

L=3l+2△l

-+30,-15+20,-10許容差

・ボックスの寸法等は、PCボックスカルバート、RCボックスカルバートによる。

・連結用PC鋼材は、PC鋼棒A種2号以上またはPCより線A種以上とする。

・詳細は「連結函渠・連結管渠設計施工要領（北陸土木コンクリート製品技術協会）」

特記事項

共－10

  による。



称

名

PCボックスカルバ－ト
工種記号

標準設計番号 共－Ⅳ－2

BX(P)

特記事項

・詳細は、「プレキャストボックスカルバート設計施工要領・同解説（日本PCボックス

・鉄筋は、SD295またはSD345とする。

1

H

B

3
0

t

敷モルタル

均しコンクリート

基礎材

100

125 125 125 100 2000 1920 125 125 125 100 2000 1920

125 125 125 100 2000 2420 125 125 125 100 2000 2420

125 125 125 150 2000 3040 150 150 150 150 2000 3680

125 125 125 150 2000 3660 150 150 150 150 2000 4430

125 125 125 150 2000 3540 150 150 150 150 2000 4280

150 150 150 150 2000 4430 150 150 150 150 2000 4430

150 150 150 150 2000 5180 150 150 150 150 2000 5180

150 150 150 2000 5630 180 180 180 150 2000 6810

150 150 150 150 2000 6080 180 180 180 150 2000 7350

150 150 150 150 2000 5930 200 200 200 150 2000 8030

150 150 150 150 2000 6680 200 200 200 150 2000 9030

180 180 180 150 2000 7710 230 230 230 150 2000 10020

180 180 180 150 2000 8610 230 230 230 150 2000 11170

180 180 180 150 2000 9150 230 230 230 150 1500 8900

180 180 180 150 2000 8070 260 260 250 150 1500 8830

180 180 180 150 2000 8970 260 260 250 150 1500 9770

200 200 200 150 2000 11030 260 260 250 150 1500 10710

200 200 200 200 2000 9800 280 280 280 200 1500 10510

200 200 200 200 2000 10800 280 280 280 200 1500 11560

200 200 200 200 1500 9300 280 280 280 200 1000 8820

250 250 200 200 1500 9680 350 350 300 200 1000 9500

250 250 200 200 1500 10430 350 350 300 200 1000 10250

250 250 250 200 1500 12490 350 350 300 200 1000 11000

300 300 250 300 1000 9580 380 380 300 300 1000 11990

寸法(mm) 参考質量

(kg)

許 容 差

T C L L

参考質量

(kg)

寸法(mm)

3

150･300型 600型
呼び名

B×H

1000×1000

1000×1500

1200×1200

1500×1000

1500×1500

1800×1500

1800×1800

2000×1500

2000×2000

2300×1500

2300×2000

2300×2300

2500×1500

2500×2000

2500×2500

2800×1500

2800×2000

2800×2800

3000×2000

3000×2500

3000×3000

3500×2500

800×800

600×600

150

T2T1 T C3T2T1

呼び名 内幅及び内高

600×600～800×800

1000×1000～2500×2500

2800×1500～3000×3000

3500×2500

厚さ 有効長

± 4 +4,-2

+10,-5
± 6 +6,-3

± 7 +6,-4

±10 +8,-4

1000×1000
1000×1500
1200×1200
1500×1000
1500×1500
1800×1500
1800×1800
2000×1500
2000×2000
2300×1500
2300×2000
2300×2300
2500×1500
2500×2000
2500×2500
2800×1500
2800×2000
2800×2800
3000×2000
3000×2500
3000×3000
3500×2500

800×800
600×600

t (mm)

ｺﾝｸﾘｰﾄ
呼び名

現場打設基礎の場合

型枠面積 基礎材厚

t (mm)

基礎材
B×H

ｺﾝｸﾘｰﾄ厚

21 (m )3(m )3 (m )2

1000×1000
1000×1500
1200×1200
1500×1000
1500×1500
1800×1500
1800×1800
2000×1500
2000×2000
2300×1500
2300×2000
2300×2300
2500×1500
2500×2000
2500×2500
2800×1500
2800×2000
2800×2800
3000×2000
3000×2500
3000×3000
3500×2500

800×800
600×600

100 0.105 0.200 200 0.210
100 0.125 0.200 0.250
100 0.145 0.200 0.290
150 0.218 0.300 0.290
150 0.248 0.300 0.330
150 0.300 0.300 0.400
150 0.300 0.300 0.400
150 0.345 0.300 0.460
150 0.345 0.300 0.460
150 0.375 0.300 0.500
150 0.375 0.300 0.500
150 0.429 0.300 0.572
150 0.429 0.300 0.572
150 0.429 0.300 0.572
150 0.459 0.300 0.612
150 0.459 0.300 0.612
150 0.465 0.300 0.620
150 0.510 0.300
150 0.510 0.300
150 0.510 0.300 0.680
150 0.540 0.300 0.720
150 0.540 0.300 0.720
150 0.555 0.300 0.740
150 0.630 0.300 0.840

100 0.105 0.200 200 0.210
100 0.125 0.200 200 0.250
100 0.150 0.200 200 0.300
150 0.225 0.300 200 0.300
150 0.255 0.300 200 0.340
150 0.300 0.300 200 0.400
150 0.300 0.300 200 0.400
150 0.354 0.300 200 0.472
150 0.354 0.300 200 0.472
150 0.390 0.300 200 0.520
150 0.390 0.300 200 0.520
150 0.444 0.300 200 0.592
150 0.444 0.300 200 0.592
150 0.444 0.300 200 0.592
150 0.480 0.300 200 0.640
150 0.480 0.300 200 0.640
150 0.480 0.300 200 0.640
150 0.534 0.300 200 0.712
150 0.534 0.300 200 0.712
150 0.534 0.300 200 0.712
150 0.570 0.300 200 0.760
150 0.570 0.300 200 0.760
150 0.570 0.300 200 0.760
150 0.645 0.300 200 0.860

注）1．150型、300型、600型の適用土被り（h）は、150型では0.2ｍ≦h≦1.5ｍ

　　　 300型では1.5ｍ＜h≦3.0ｍ、600型では3.0ｍ＜h≦6.0ｍの場合を示す。

　　2．有効長は、目地代を考慮し（Ｌ－5mm）とする。

　　3．Ｌ（目地代を含む）は1500mm、1000mmとすることができる。

共－11

2・σｃｋ＝40N/mm  以上。

参考図表

カルバート製品協会）」による。

・基礎にコンクリート基礎版（共－40）を使用することができる。

基礎材厚

t (mm)

基礎材

2 (m )3

200 0.215
200 0.275
200 0.350
200 0.350
200 0.410
200 0.500
200 0.500
200 0.608
200 0.608
200 0.680
200 0.680
200 0.788
200 0.788
200 0.788
200 0.860
200 0.860
200 0.860
200 0.968
200 0.968
200 0.968
200 1.040
200 1.040
200 1.040
200 1.190

600型

100 2.00
100
100

2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00

ｺﾝｸﾘｰﾄ
基礎版厚

t (mm)1

ｺﾝｸﾘｰﾄ
基礎版

(m)

プレキャスト版を使用した場合

t (mm)

ｺﾝｸﾘｰﾄ
呼び名

現場打設基礎の場合

型枠面積 基礎材厚

t (mm)

基礎材
B×H

ｺﾝｸﾘｰﾄ厚

21 (m )3(m )3 (m )2

基礎材厚

t (mm)

基礎材

2 (m )3

150・300型

ｺﾝｸﾘｰﾄ
基礎版厚

t (mm)1

ｺﾝｸﾘｰﾄ
基礎版

(m)

プレキャスト版を使用した場合

延長1m当り

現場打設基礎の場合

200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200
200

0.680
0.680

200 0.215
200 0.275
200 0.335
200 0.335
200 0.395
200 0.500
200 0.500
200 0.590
200 0.590
200 0.650
200 0.650
200 0.758
200 0.758
200 0.758
200 0.818
200 0.818
200 0.830
200 0.920
200 0.920
200 0.920
200 0.980
200 0.980
200 1.010
200 1.160

100 2.00
100
100

2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00
2.00

1

H

B

t
t

コンクリート基礎版

基礎材

2

プレキャスト版を使用した場合

B

T
H

3 3

2
1

100 100
余裕幅

100400 400

t2

　　TT　　　　

T

余裕幅

100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100

100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100
100



称

名

工種記号

標準設計番号 共－Ⅳ－2

BX(R)

特記事項

・詳細は、「プレキャストボックスカルバート設計・施工マニュアル

・鉄筋は、SD295またはSD345とする。

t (mm) t (mm)

B×H

2

敷モルタル

均しコンクリート

基礎材

余裕幅

1 (m )3(m )3 (m )2

寸法(mm)

許

T C L

参考質量

(kg)3

呼び名

B×H

600×600

T2T1

呼び名 内幅及び内高

3500×2500

厚さ 有効長

± 4 +4,-2

+10,-5
± 6 +6,-3

± 7 +6,-4

±10 +8,-4

600×600

130 130 130 100 2000 2000

130 130 130 100 2000 2520

130 130 130 150 2000 3160

130 130 130 150 2000 3810

130 130 130 150 2000 3680

160 160 140 150 2000 4470

160 160 140 150 2000 5170

170 170 150 150 2000 6050

170 170 150 150 2000 6500

180 180 160 200 2000 6980

180 180 160 200 2000 7780

200 200 180 200 1500 6990

200 200 180 200 1500 7400

220 220 200 200 1500 8090

220 220 200 200 1500 8840

240 240 220 200 1000 6290

240 240 220 200 1000 7170

260 260 240 300 1000 7370

260 260 240 300 1000 7970

260 260 240 300 1000 8570

310 310 250 300 1000 9780

800×800

1000×1000

1000×1500

1200×1200

1500×1000

1500×1500

1800×1500

1800×1800

2000×1500

2000×2000

2300×2000

2300×2300

2500×2000

2500×2500

2800×2000

2800×2800

3000×2000

3000×2500

3000×3000

3500×2500

2800×2000～3000×3000

1000×1000～2500×2500

600×600～800×800

800×800

1000×1000

1000×1500

1200×1200

1500×1000

1500×1500

1800×1500

1800×1800

2000×1500

2000×2000

2300×2000

2300×2300

2500×2000

2500×2500

2800×2000

2800×2800

3000×2000

3000×2500

3000×3000

3500×2500

100 0.106 0.200 200 0.212

100 0.126 0.200 200 0.252

100 0.146 0.200 200 0.292

150 0.219 0.300 200 0.292

150 0.249 0.300 200 0.332

150 0.297 0.300 200 0.396

150 0.297 0.300 200 0.396

150 0.345 0.300 200 0.460

150 0.345 0.300 200 0.460

150 0.378 0.300 200 0.504

150 0.378 0.300 200 0.504

150 0.429 0.300 200 0.572

150 0.429 0.300 200 0.572

150 0.465 0.300 200 0.620

150 0.465 0.300 200 0.620

150 0.516 0.300 200 0.688

150 0.516 0.300 200 0.688

150 0.552 0.300 200 0.736

150 0.552 0.300 200 0.736

150 0.552 0.300 200 0.736
150 0.630 0.300 200 0.840

RCボックスカルバ－ト

共－12

2

　　2．Ｌ（目地代を含む）は1500mm、1000mmとすることができる。

注）1．適用土被り（h）は、0.2ｍ≦h≦3.0ｍ

・σｃｋ＝35N/mm  以上。

参考図表

200 200 180 200 1500 63202300×1500

220 220 200 200 1500 73402500×1500

240 240 220 200 1000 57402800×1500 2300×1500 150 0.429 0.300 200 0.572

2500×1500 150 0.465 0.300 200 0.620

2800×1500 150 0.516 0.300 200 0.688

 （全国ボックスカルバート協会）」による。

容

差

C

C

B

H

T 3

T
2

T
1

T 3 B

H

100 100

t
t

3
0

2
1

余裕幅

B

H

100 100

t
2

400 400

t
1

呼び名

基礎材
厚

(m) t (mm)2 (m )3

2.00 200 0.218

200 0.278

200 0.338

200 0.338

200 0.398

200 0.494

200 0.494

200 0.590

200 0.590

200 0.656

200 0.656

200 0.758

200 0.758

200 0.830

200 0.830

200 0.932

200 0.932

200 1.004

200 1.004

200 1.004
200 1.160

200 0.758

200 0.830

200 0.932

基礎材
基礎版

現場打設基礎の場合 プレキャスト版を使用した場合

       基礎版 

基礎材

コンクリート

現場打設基礎の場合 プレキャスト版を使用した場合

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

2.00

t (mm)1

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

100

延長1m当り

・基礎にコンクリート基礎版（共－40）を使用することができる。













注1 幅に対する高さ比（H/B）は、0.7, 0.8, 0.9, 1.0, 1.1, 1.2がある。

H

Bt1

t
2

t1
L

L2 L1

t
1

断 面 図

R1

アーチボックスカルバート

R
2

側 面 図

1000×1000 1000 1000 2000
120 130

500 2000 80 75
2570

参考質量

B H L t1 t2 R1 R2 L1 L2 (kg)
呼び名

寸　　　法 (mm)

1200×1200 12001200 2000
3330

2400
140130

600 80 75

1500×1500 15001500 2000
4510

3000
160140

750 80 75

1800×1800 18001800 2000
6050

3600
170160

900 100 95

2000×2000 20002000 1500
5430

4000
190170

1000 100 95

2200×2200 150022002200
6310

44001100
200180

95100

2500×2500 25002500 1500
7550

5000
210190

1250 100 95

2800×2800 28002800 1000
6220

5600
230210

1400 100 95

3000×3000 30003000 1000
6970

6000
240220

1500 100 95

1000～1200 ±6

B,H

寸法表（Ⅰ型・Ⅱ型・特厚型）

内　幅

＋4,－2

t1,t2 L

1500～2000 ±8 ＋6,－3

2200～3000 ±10 ＋8,－4

＋10,－5

寸法許容差

工種記号

標準設計番号 共－Ⅳ－9

ABX称

名

150 180 3380

4260190160

5910210180

7810230200

7310270220

8460290230

10490320250

8310330270

9380360280

注2 t1,t2寸法および参考質量について、上段はⅠ・Ⅱ型を、下段は特厚型を示す。

共－１６

敷モルタル

100B+2*t1

均しコンクリ-ト

基礎材

2
0

h
2

h
1

1000×1000

呼び名

項目

0.216

0.249

0.396

0.100

0.150

0.464

0.508

0.552

0.770

0.855

0.910

0.250 0.200

余裕幅

(ｍ)

参考数量

余裕幅 余裕幅

100

h1

(ｍ)

h2

(ｍ)

モルタル

敷き

(m )3

0.144

0.166

0.297

0.348

0.381

0.414

0.616

0.684

0.728

基礎材

(m )3

延長1m当り

クリート

均しコン

(m )3

1200×1200

1500×1500

1800×1800

2000×2000

2200×2200

2500×2500

2800×2800

3000×3000

0.100

0.200 0.150

0.029

0.033

0.040

0.046

0.051

0.055

0.062

0.068

0.073

特記事項

・詳細は、「アーチカルバート設計施工要覧(日本アーチカルバート工業会)｣による。

2・σck＝40N/mm 以上。

・鉄筋は SD295 とする。

参考図表





H
1

d

T

T B

H
2

T B

C

C

T

2 1 3 1 2 3

LL

2 1 3

T
h

H
h

T

TB

r=
H+
h

r=
H+
h

流しモルタル継手外側モルタル継手

内側モルタル継手

断　面 側　面

18D131118D13

1140

1660

619

(kg)
質 量 
参 考

D13 20 13 D13 20

24D10924D10

2－＋＋－23－＋

450 100 315 335 375 50

600 110 400 420 500 55

40250238222803002000

450

許容差

径 本数径 本数本数径

321呼び名

鉄　 筋

寸　法(mm)

ｔ1ｒH2H1TBL

300

呼び名

600

40

45

33

ｔ2

10

10

 7

ｔ3

20

20

15

d

60

60

50

cH

200

300

400

h

50

75

100

－ 2＋－

300

450

600

D6

D6

D6

－

t1 t3 t2

t1t3t2

dd

暗
渠
内
側

暗
渠
外
側

上下組合せ部詳細図

組合せ暗渠

特記事項

・鉄筋は、SD295とする。

・σｃｋ＝30Ｎ/mm 以上。2

1 2 3

2000

2000

共－１８

称

名 標準設計番号

工種記号 －

共－他－2



工種記号

標準設計番号

称

名

0.188

0.160

0.140

0.200

0.200

0.200

0.094

0.080

0.070300

500

400

D
10
-4
本
×
6

D
10
-2
本
×
12

D
10
-1
2本

×
2

D10-12本

D10-12本

D10-24本

2030

L
C

C

T1
H

T2

T3BT3

2・σｃｋ=35N/mm 以上。

特記事項

1
00

30
2
00

余裕幅

100

均しコンクリ－ト

余裕幅

100

基礎材

敷モルタル

400

500

300

0.074

0.084

0.063

0.200

0.200

0.200

0.148

0.168

0.126

コンクリ-ト
呼び名

(m )3
型枠面積

2(m )

360

300

420

±4許容差

400

500

300

345400

435500

260300

呼び名

a hb

- -+4,-2

9090

100 100

80 80

54054070

64070 620

43065 460

寸法(mm)

t1 t2 Bt3 H

20

18

14

D102000

2000 D13

2000 D10

20D10

D13 14

D10 18

本数

①

L 径

②

径 本数

鉄筋

基礎材
3(m )

延長1m当り

-

748

540

954

16φ6

18φ6

12φ6

質量

参考

(Kg)

③

本数径

①

B

t3at3

③

Hh

②

b
①

t2
t1

小断面ボックスカルバ－ト

共－１９

Ⅰ型 Ⅱ型

・吊り下げ孔を用いる等、施工に配慮することが出来る。

・製品の接合はボルト又はプレートにて行う。

＋10,－5

注）適用土被りは、0.2ｍ～3.0ｍ

参考図表 参考図表

・継ぎ手構造は、止水機能を有すること。

2・σｃｋ=30N/mm 以上。

特記事項

・吊り下げ孔を用いる等、施工に配慮することが出来る。

・製品の接合はボルト又はプレートにて行う。

・継ぎ手構造は、止水機能を有すること。

余裕幅

100
余裕幅

100

1
00

30
2
00

100

100

120

±4許容差

400×400

500×500

300×300

400400

500500

300300

B T1H

-+4,-2

100100

120 120

100 100

50

80

50

寸法(mm)

T2 T3 C

2000

2000

2000

L

-

990

800

1,510

呼び名

B × H

+10,-5

参考質量

(kg)

注）適用土被りは、0.2ｍ～3.0ｍ

コンクリ-ト
呼び名

(m )3
型枠面積

2(m )

基礎材
3(m )

延長1m当り

均しコンクリ－ト

基礎材

敷モルタル

・鉄筋は、SD295とする。 ・鉄筋は、SD295及びJIS G 3532に規定する鉄線とする。



a

75 850 150 850 150 850 75
7
5

1
50

8
50

8
50

7
5

b

100
1
00

b

8
50

8
50

7
5

1
50

7
5

9
5

8
10

1
90

8
10

9
5

t

a

a a

t
1

t

6

6

許容差

Ⅱ型-150

呼び名

±3

1000

a

1000

200

t

150

径

寸　法　(mm)

本数径

4

4

2042

－

径

4

本数

2

本数

20

468

本数

8

径

46

鉄　　筋

1
(kg)

158

－

118

参考質量

t1

75

75

±3

2 3 4

14

D10

許容差

呼び名

a

3000

径

寸　法　(mm)

本数径

4

－

径

D10

本数

8

本数

12

本数

16

径

244

鉄　　筋

1
(kg)

－

985

参考質量
2 3 4

b

2000

t

200

±5

 1 

本数径

84

5

 2 

 2 

 3 

 4  5 

 6 

本数径

824

6

Ⅰ　型

+5,-3

Ⅱ型-200

法枠ブロック

共－２０

工種記号

標準設計番号 共－Ⅴ－1

PFⅠ～PFⅡ称

名

特記事項

・鉄筋は、SD295及びJIS G 3532に規定する鉄線とする。

・ 2Ⅰ型はσｃｋ＝30Ｎ/mm 以上、Ⅱ型はσｃｋ＝24Ｎ/mm 以上。2

2

3

4

1

・詳細は、「法枠ブロック設計施工要領(北陸土木コンクリート製品技術協会)」による。





b= 0cm

b

項目

0.053

b=10cm

b=15cm

0.062

0.065

50 100

クリート

基礎コン

(m )
3

型枠面積

基礎

(m )
2

ｔ

基礎材厚

(mm)

余裕幅

基礎材

(mm)

基礎材

(m )
3

延長1m当り

(mm)

B1 H1

(mm)

430 250 0.083 0.350

520 300 0.144 0.400

550 350 0.136 0.450

裏込め材料計算一般式

擁壁前面に水位がない場合

(m )
2

A =
2

H-h-0.1
2c 1+N

2
+0.1

河川護岸または擁壁前面に水位がある場合

A =
2

1+N
2
+0.1

H+H1+t-0.1
0.1

2
+2c

余裕幅 余裕幅

1
:
N

1
:
(
N
-
0
.
1
)

( )

( )

H-h+0.1( )

H+H
 

1+t( )

A(m )=0.1
2

( a+b+c ) 1+N
2

V=0.183 m /m
3 2

A(m )=b
2

( L-0.1 1+N +aN
2

350

b

100

H
1

50 B1 50

1
0
0

t

L

cb

a=350

1
0
0

天端コンクリート

調整コンクリート

積ブロック

H

胴込コンクリート

h

裏込め材

裏込コンクリート

良質土または地山。なお、

河川護岸または擁壁前面に

水位がある場合には、斜線

部を裏込め材とすること。
基礎コンクリート

基礎材

標準断面図

称

名

共－２２

工種記号

標準設計番号 共－Ⅵ－3

Rπ1～Rπ2

積ブロック

・σｃｋ=24N/mm 以上。

・面の模様は自由とする。

・控長350mm以上500mm未満については、裏込めコンクリートで対応することとする。

・ブロック形状は、水平積を考慮した形状とすることができる。

・水抜き孔を設けることができる。

2

特記事項

350

100 250

8
0
0

160160

3
5
0

1250

8
0
0

400

寸法許容差

参考質量(kg) 控え

,10 －5

面

±5 ＋

参考図表







＋5±

面

5－10,

控え参考質量(kg)

寸法許容差

400

1.0

N

項目

0.08

1.5

2.0

0.066

0.065

50 100

クリート

基礎コン

(m )
3

型枠面積

基礎

(m )
2

ｔ

基礎材厚

(mm)

余裕幅

基礎材

(mm)

基礎材

(m )
3

延長1m当り

(mm)

B1 H1

(mm)

700 0.270 1.166

560 500 0.228 1.077

550 0.213 1.059

標準断面図

H2

(mm)

B2

(mm)

300

-

100

100

余裕幅余裕幅

V=0.183 m /m
3 2

A(m )b
2

A(m )c
2

L

L
8
0
0

1250

3
5
0

160 160

8
0
0

250100

350

基礎コンクリート

基礎材 B1

H
1

B2

H
2t

L

H

a

1:
N

コンクリートブロック

胴込コンクリート

裏込コンクリート

裏込材

5050

b
c

称

名

工種記号

標準設計番号

共－２５

張ブロック
Kπ1～Kπ3

共－Ⅵ－4

・面の模様は自由とする。

・σｃｋ=24N/mm 以上。

・水抜き孔を設けることができる。

特記事項

2

参考図表







参考図表

300

200

C

裏込め材が良好な場合

裏込め材厚さ　(mm)

裏込め材が普通な場合

1
0
0

1
0
0

良質土または地山。なお、

河川護岸または擁壁前面に

水位がある場合には、斜線

部を裏込め材とすること。

良質土または地山。なお、

河川護岸または擁壁前面に

水位がある場合には、斜線

部を裏込め材とすること。

調整コンクリート

天端コンクリート

中空型積ブロック

裏込材

吸出防止材吸出防止材

裏込材

中空型積ブロック

天端コンクリート

調整コンクリート

1
 
:
 
N

1
 
:
 
(
N
-
0
.
1
)

t
c

HH

c
t

1
 
:
 
(
N
-
0
.
1
)

1
 
:
 
N

名

称
中空型積ブロック

工種記号

標準設計番号 共－Ⅵ－8

RC

350～1000～

3
5
0
～

特記事項

・σｃｋ＝24Ｎ/mm　以上。

・表面模様は自由とする。

・ブロック１個当りの法面積（法長方向）は 0.5m 以上とする。

・水平積構造もこれに含む。

2

標準構造図

350以上

寸法許容差

＋10, -5±5

控え面

参考質量(kg/m )2

2

共－２９

・詳細は、「環境配慮型ブロック設計資料(北陸土木コンクリート製品技術協会)」による。



500

呼び名

項目

(mm) (mm)

参考数量

基礎材 基礎材厚

延長1m当り

基礎材

(m )3

0.055

0.070

t

称

名

余裕幅

標準設計番号 共－Ⅶ－1

工種記号 NW

750

・σｃｋ＝24Ｎ/mm 以上。

特記事項

法先ブロック

1
:
0
.
3

H

B

a

d
e

c
cb

L

f

g h

（背面） （前面）

2

・L寸法については、500mmとすることができる。この場合、控壁は中央に１箇所設けること。

共－３０

基礎材

50

余裕幅

ｔ

50

余裕幅

B

 50 100

参考図表

水抜孔



共－３１

Ｌ型擁壁 特記事項
2工種記号

標準設計番号 共－Ⅶ－2

ＬＷ

6110

8100

7950

7700

7750

7500

6010

5860

5610

5660

5460

4480

4330

4130

4180

3930

3240

3090

2890

2990

2740

2200

2150

1800

1950

1750

6260

6260

6520

6820

6670

6450

7050

7120

6860

49

43

42

36

34

33

31

29

29

28

29

27

26

26

26

25

24

22

23

22

24

20

20

19

18

18

17

17

17

15

14

14

12

12

11

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D10

D6

D6

D6

D6

D6

D6

D6

D6

D6

13

11

9

9

11

9

18

22

18

22

18

14

15

21

17

17

13

11

17

15

11

D16

D16

D16

D16

D13

D13

D16

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D10

D10

D10

D10

D10

D6

D6

D6

13

11

9

9

11

9

18

22

18

22

18

14

15

21

17

17

13

11

17

15

11

D16

D16

D16

D16

D13

D13

D16

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D10

D10

D10

D10

D10

D6

D6

D6

25

21

17

17

21

17

34

42

34

42

34

26

29

41

33

33

25

21

33

29

21

D16

D16

D16

D16

D13

D13

D16

D13

D13

D13

D13

D13

D13

D10

D10

D10

D10

D10

D6

D6

D6

参考質量

本数径径 本数

3 4
(kg)

寸   法 (mm)

径本数Lt43t

4000100

径

4000100

2ttb1

900

700

1

100750 100

h1B

1000

800

900850

1250

1200

1150

1100

1251251375

1300

1200

1550

1550

1300

1400

1075

1150

1400

1425

1275

1175

1050 925

100

100

1 2
H

Ⅱ

Ⅰ

A

A

Ⅰ

Ⅱ

1000

C

B

B

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ1500 B

A

Ⅰ

Ⅱ

ⅠA

A

C

ⅡB

AⅠ

呼び名

1000

1500

4000100

100 4000

180180

1850

1700

2320

1800

1750

1600

1550

1620

1570

1420

1700

225 225

2150

2100

1850

2450

2300

27752050

2075

2225

1825

1875

1625

1970

2000 1820

100

100

2000150

150 2000

3003003200

2350

2350

2700

2600

2400

2600

2050

2400

2300

2100

2300

2050

2900

3000

+ 5

2700

2600

3002650 3700 2350 300 150

150

2150 1850

Ⅰ

ⅡB

C

Ⅱ

Ⅰ2500

A

B

AⅠ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

A

A

C

Ⅰ

ⅡB

C

3000 ⅠB

BⅡ

Ⅱ

Ⅰ3500

A

B

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

C

A

A

ⅡB

Ⅱ

ⅠC

B

許容差

BⅠ4000

ⅠA

3500

4000

2500

3000

15020002000 ⅠB 18501500 1350 100150 100 4000

鉄 筋

本数

・鉄筋は、SD295とする。

4 4

1
2

水抜き孔

3
4

2
4

水抜き孔
1

(注）水抜き孔の位置は、○、●のいずれでもよい。

特記事項

余裕幅 余裕幅

呼び名

項目
リート

コンク

(m )3
面積

型枠

(m )2

基礎材厚

(mm)

余裕幅

基礎材

(mm)

基礎材

(m )3

延長1m当り

リート余裕幅

基礎コンク

(mm)

リート厚

基礎コンク

(mm)

Ⅱ

Ⅰ

A

A

Ⅰ

Ⅱ

1000

C

B

B

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ1500 B

A

Ⅰ

Ⅱ

ⅠA

A

C

ⅡB

AⅠ

Ⅰ

ⅡB

C

Ⅱ

Ⅰ2500

A

B

AⅠ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

A

A

C

Ⅰ

ⅡB

C

3000 ⅠB

BⅡ

Ⅱ

Ⅰ3500

A

B

Ⅰ

Ⅱ

Ⅰ

C

A

A

ⅡB

Ⅱ

ⅠC

B

BⅠ4000

ⅠA

2000 ⅠB

0.450

0.510

0.480

0.430

0.440

0.390

0.450

0.420

0.370

0.380

0.340

0.390

0.360

0.320

0.330

0.280

0.330

0.300

0.260

0.280

0.230

0.270

0.260

0.190

0.220

0.180

0.490

0.490

0.560

0.540

0.500

0.540

0.600

0.620

0.550

20050

0.300

0.300

0.300

0.300

0.300

0.300

0.300

0.300

0.300

0.300

0.300

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.200

0.300

0.300

0.300

0.300

0.300

0.300

0.300

0.300

0.300

0.338

0.383

0.360

0.323

0.330

0.293

0.338

0.315

0.278

0.285

0.255

0.195

0.180

0.160

0.165

0.140

0.165

0.150

0.130

0.140

0.115

0.135

0.130

0.095

0.110

0.090

0.368

0.368

0.420

0.405

0.375

0.405

0.450

0.465

0.413

100

50

50

50

50

50

50

50

100

100

150

150

150

150

20050

20050

20050

20050

20050

20050

B

b1t1

t4

H

h
1

t2

t3
L

B50 50

t6
t
5

t6t5

称

名

――
- 2

+10
- 5

―
+10
- 5

・σｃｋ=30N/mm 以上。

参考図表

・底版にグラウト注入用の小径の孔を設けることができる。



称

名
井桁擁壁(フレ－ム型)

工種記号

標準設計番号 共－Ⅶ－4

IW

項目

100 200

100 200

100 200

100 200

クリート

基礎コン

(m )3
型枠面積

基礎

(m )2
ｔ

基礎材厚

(mm)

余裕幅

基礎材

(mm)

基礎材

(m )3

延長1m当り

A材

D材

A A

3

4 4

3

5

1

2

吊り下げ用孔
1

2

3

3

A A

A - A

4

3

吊り下げ用孔

3
4

2

呼び名

A材

D材

鉄筋寸法

B

1000

1500

2000

2500

1000

1500

2000

2500

1 2 3 4 5

参考

質量

(Kg)

638

748

858

969

52

77

102

127

径 本数 径 本数 径 本数 径 本数 径 本数

D10 D10 D10 D1010

D10 2 5

2

3

4

5

14

5

8

2

5

4

6

6

8

16

- - - -

許容差(mm) B±3 、 H±3 、 L±5

(mm)

(1
:n
)

E材

E材

D材

A材

(mm) (mm) (mm) (mm)
控長
(mm) n

1000

1500

2000

2500

600 608 1300 1000 0.600 0.908 0.300

680 687 1250 950 0.636 0.987 0.290

750 776 1300 900 0.698 1.076 0.300

750 757 1800 1500 0.975 1.057 0.400

860 883 1800 1400 1.070 1.183 0.400

1000 1044 1900 1400 1.260 1.344 0.420

900 906 2300 2000 1.425 1.206 0.500

1060 1089 2350 1900 1.637 1.389 0.510

1200 1265 2400 1800 1.830 1.565 0.520

1020 1031 2750 2400 1.865 1.331 0.590

1240 1276 2850 2350 2.244 1.576 0.610

1450 1534 3000 2300 2.665 1.834 0.640

0.3

0.4

0.5

0.3

0.4

0.5

0.3

0.4

0.5

0.3

0.4

0.5

h a b c

余裕幅 余裕幅

A =
2

2e 1+n 2 +0.1
( )

( )
H 1 -h 1-d

-h 1-d1H

ただし下部の厚さは最大1.2m程度とする

d = Bn/ 1+n 2

10m 当り参考数量

1000 1500 2000 2500

2

6.9 11.5 16.0 20.6

控長

中詰材量 (m )3
(mm)

B
=1
00
0,
15
00
,2
00
0,
2
50
0

L=830,1330,1830,2330

500 1000 500

130 130

L=2000

160

120 120

2
9
0

130

1
60

340

H=460

200

H=495

200

1
20

1
20

3
40

140

130

5
60
,1
06
0,
15
60
,2
0
60

法
長

0.
50

0.
50
0.
50

0.
50

200 c

a

h

100 b 100

3
00

t

基礎コンクリート

基礎材

H  
1

h

H

h  
1

1:
(n
-0
.1
)

d

e

B=控長

裏込材

共－３３

・鉄筋は、SD295及びJIS G 3532に規定する鉄線とする。
・σｃｋ＝30N/mm　以上。2

特記事項

参考図表



称

名

工種記号

標準設計番号 共－Ⅶ－5

IC

2000 9 86A-1

許 容 差 －＋5, 3 ＋ －5, 3

B-1
B材 B-2

A-3
A-2A材

―＋ －5, 3 ―

7
D10 4 ― ―

54
1069

52
952250 12

1250 D10 4 5.0 8 5.0 8

呼 び 名 寸　　法  (mm)
鉄　　　筋

② ③①
L 径 本 数 径 本 数 径 本 数

1
:
N

控材

横材

B
控え長

H

L

B

①

Ｂ材 ②

t

②

①

H

t

①

②
③

①

③ ②

2・σｃｋ＝ 30Ｎ/mm 以上。

・鉄筋は SD295及びJIS G 3532に規定する鉄線とする。

特記事項

Ⅰ 型

Ａ材

横　材

控　材

基礎工

裏込材

天端材

Ｄｃ材

Ａ材

横　材

Ⅱ 型

1 2

3

1

Ⅰ　 型

Ⅱ　 型
A材

Dc材

A-1
1000
1660

2000

1660
1000 D10

3

4 ――

D6 3
5.0

26
7

10

176

87
52

控　材

5.0
B-3 12 150

(kg)
参考質量

B

1000
1660
2320

―

―

―

―

－3＋5,

160
150

110 210

120 250

t H

310

基礎工

横材

控材

B
控え長

1
:
N

3

H

H

L

B

t

t

裏込材

天端材

井桁擁壁(組合せ型)

共－３４



306030306030

呼び名

・鉄筋は、SD295及びJIS G 3532に規定する鉄線とする。

50

・σｃｋ＝24N/mm  以上。

特記事項

50
余裕幅

2

余裕幅
50300

3
0
0

1
20
0

φ4-5

国

120

D6-4

1本当り

0.027 0.360Ⅱ型

リート

(m )

コンク

3

項目
面積

(m )2

型枠

50 50 0.008

(mm)

基礎材厚

余裕幅

(mm)

基礎材

(m )3

基礎材

参考質量（kg）

長さ

許容差 幅

(mm)

呼 び 名

15

±2

＋5，-2

39

Ⅱ 型Ⅰ 型

4
50 φ4-2

国

120

D6-4

1
2
0

120

3
0

30
6
0

120

Ⅰ 型

境界標

共－３５

共－Ⅷ－2

1
2
0

120

3
0

30
6
0

120

標準設計番号

工種記号

Ⅱ 型

Ｋ称

名

参考図表











頭部金物

継手金物

鋼管

高強度コンクリート

呼び径 厚さ くい長さ

D

(mm)

t

(mm)

L

(m)

鋼管厚

ts

(mm)

参考質量(kg/m)

400  

450  

500  

600  

700  

800  

65

70

80

90

100

110

5～15

5～15

5～15

5～15

5～15

5～15

4.5～12

4.5～14

4.5～16

200～250

240～300

300～390

410～520

540～720

680～880

寸法の許容差(mm)

区分

くい外径
外径 厚さ 長さ

400～800 ±0.5％ ＋規定せず,－0 ＋70,－30

6～22

6～22

特記事項

・金物は、SM400・490、鋼管はSKK400・490とする。

ＳＣくい

共－３９

工種記号

標準設計番号

L

t

D

t
s

t

－

－

2

・σｃｋ＝80N/mm  以上。

4.5～16



コンクリート基礎版

特記事項

・鉄筋は、SD295とする。

・σｃｋ＝30Ｎ/mm 以上。2

L

2

1

1

2

b

t t

2

1

b

一般用 大型用

鉄　 筋

径

D10

1

4

本数

D16

D13大型用

許容差

一般用

径

呼び名 2

本数

13

b

400

1000
(2000)

100

t

150 3000

3100

L

±5 ＋10,－5

寸　法 (mm)

16
(30)

13D10

参考質量

(kg)

298

(2250)
1120

－ －

共－４０

標準設計番号

工種記号 －

－





350VP-350

許 容 差

300VP-300

VP-250 250

477917254

－

84

8650 69

45 70

381

288

呼び名

150VP-150

VP-200 200

項目

D

73

6033 48

38 59

66

106

T1 T2

寸 法 （mm）
参考質量

(kg)T3

513

404

455

332

258

H

280

200

240

160

120

B

95

69

95

70

60

L1

101

74

99

76

69

L2

2000

2000

2000

1000

1000

L

500VP-500

450VP-450

VP-400 400

1,04811410165

98

10562 96

58 74

893

731

715

572

651

400

320

360

95

95

95

105

101

105

2500

2500

2500

800VP-800

700VP-700

VP-600 600

2,07514912983

125

13677 119

71 110

1,686

1,357

1078

835

955

550

450

500

110

95

110

120

105

120

2500

2500

2500

1100VP-1100

1000VP-1000

VP-900 900

3,340187157101

163

17695 147

89 138

2,977

2,465

1444

1201

1323

700

600

650

126

126

126

136

136

136

2500

2500

2500

1200VP-1200 3,880200166107 1566 760 136 146 2500

日本下水道協会規格 JSWAS A-9 に準用する

・VP台付管は継手部のシール材を施工時に管の差し口に装着する構造のもの。

・φ150及びφ200は、日本下水道協会規格 JSWAS A-9の規格外。

・BZ台付管は継手部のシール材が、管の受け口にあらかじめ埋め込まれている構造のもの。

称

名

台付鉄筋コンクリート管
工種記号

標準設計番号

－

L2

T
3

T
2

L1 L

T
1

T
1

T1 D T1

T
3

D
T
2

B

a

b b'

a'

H D

(a-a'断面)

(b-b'断面)

D

－

350BZ-350

許 容 差

300BZ-300

BZ-250 250

4761007254

－

90

9550 69

45 70

390

320

呼び名

項目

D T1 T2

寸 法 （mm）
参考質量

(kg)T3

522

410

464

H

280

200

240

B

95

95

95

L1

101

99

99

L2

2000

2000

2000

L

500BZ-500

450BZ-450

BZ-400 400

1,04812210165

107

11462 96

58 74

892

720

723

581

660

400

320

360

95

95

95

105

101

105

2500

2500

2500

800BZ-800

700BZ-700

BZ-600 600

2,14916112983

133

14777 119

71 110

1,731

1,339

1090

843

966

630

450

550

110

95

110

120

105

120

2500

2500

2500

1000BZ-1000

BZ-900 900 174

18895 147

89 138

3,129

2,6031212

1335

700

780

126

126

136

136

2500

2500

日本下水道協会規格 JSWAS A-9 に準用する

・施工用のアンカー等を設けるなど施工に配慮することができる。

  及び「日本下水道協会規格 JSWAS A-9 」による。

　厚さ100mmの均しコンクリート(またはベース板)

・軟弱地盤の場合は、厚さ100mmの基礎材及び

基礎材

敷モルタル

参考図表

継手形状 VP形

継手形状 BZ形

0.008VP-350

0.007VP-300

VP-250 0.006

0.072

0.066

0.060

呼び名

0.004VP-150

VP-200 0.005

項目

0.048

0.054

基礎材

0.012VP-500

0.011VP-450

VP-400 0.010

0.090

0.084

0.078

0.017VP-800

0.015VP-700

VP-600 0.014

0.113

0.105

0.098

0.021VP-1100

0.020VP-1000

VP-900 0.018

0.180

0.170

0.120

0.023VP-1200 0.192

参考数量

( m  )3( m  )3

敷

モルタル

延長1m当り

継手形状 VP形

100

3
0

t

余裕幅

B 100

余裕幅

150

150

150

150

150

基礎材厚

150

150

150

150

150

150

200

200

150

200

( mm )

t

0.008BZ-350

0.007BZ-300

BZ-250 0.006

0.072

0.066

0.060

呼び名

項目
基礎材

0.012BZ-500

0.011BZ-450

BZ-400 0.010

0.090

0.084

0.078

0.019BZ-800

0.017BZ-700

BZ-600 0.014

0.125

0.113

0.098

0.023BZ-1000

BZ-900 0.021

0.196

0.135

参考数量

( m  )3( m  )3

敷

モルタル

延長1m当り

継手形状 BZ形

150

150

150

基礎材厚

150

150

150

150

150

150

200

150

( mm )

t

共－４３　　

普通地盤の場合

　とする。
・詳細は、「管・函渠型側溝設計資料集（北陸土木コンクリート製品技術協会）」

特記事項
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断 面 図 正面図背面図

Ⅰ型

(kg)
b

HH B

－5
＋10

許容差 5＋
－ －

1000

寸　法　(mm)

参考質量

1500

2000

2500

3000

B

T

T1

HHH
T
2

b L
突出鉄筋

突出鉄筋

現場打部

5001100 655

5501630 807

10002150 808

13002700 913

16003250 1119

タイプＡ タイプＢ

500

600

1100

1500

1800

840

1440

1790

2585

3660

呼び名

－2

L

2000

2000

2000

2000

2000

－5
＋10

30
0

T1 T2

100

150

150

200

250

100

130

150

200

250

T

HHH
T2

B

T1

断 面 図 正面図背面図

L

(kg)

H HH B

－5
＋10

許容差 5＋
－

寸　法　(mm) 参考質量

1801000 890

1801500 1390

1802000 1850

3402500 2320

3403000 2780

940

1330

1970

2970

3940

呼び名

－2

L

2000

2000

2000

2000

2000

－5
＋10

T
ﾌｪﾝｽ用穴有 ﾌｪﾝｽ用穴無

850

1100

1350

1600

1850

(B)

750

1050

1300

1600

1850

830

1200

1840

2560

3490

－

Ⅱ型

特記事項

・Ⅰ型は、σｃｋ=40N/mm 以上。Ⅱ型は、σｃｋ=30N/mm 以上。

・製品継手部は、止水パッキンおよび樹脂コーキングにて止水性を有する事。

・鉄筋は、SD295またはSD345とする。

※）(B)はフェンス用穴無の場合

貯水用L型ブロック
工種記号

標準設計番号 －

－称

名

伸縮目地

止水板

突出鉄筋

インバートコンクリート

(場所打ち)

フェンス

フェンス用穴

敷モルタル

均しコンクリート

基礎砕石

樹脂コーキング

止水パッキン

Ⅰ型

フェンス

フェンス用穴

樹脂コーキング

止水パッキン

敷モルタル

均しコンクリート

基礎砕石

インバートコンクリート

(場所打ち)

Ⅱ型

参考図表

標準施工断面図

※）通常条件では、b=タイプＡ。背面土が無い場合は、b=タイプＢとする。

※）底版に突出鉄筋対応可能

2 2

1000

1500

2000

2500

3000

H

1000

1500

2000

2500

3000

T

150

150

150

150

150

T1

110

110

150

180

220

T2

110

110

150

180

220

フェンス用穴 フェンス用穴 フェンス用穴 フェンス用穴

用心鉄筋

8

1

2

3

4

5

6

1

5

2

5

8

突出鉄筋
7

突出鉄筋

7

※）突出鉄筋がダブル配筋の規格は、底版先端部に切欠が付く。

5
2

4

3

1

5 5

1000

鉄筋（径－本数）

1500

2000

2500

3000

呼び名
1

2500

3000

タイプ 2 3 4

2000

1000

1500

ﾌｪﾝｽ用穴有

ﾌｪﾝｽ用穴無

ﾌｪﾝｽ用穴有

ﾌｪﾝｽ用穴無

ﾌｪﾝｽ用穴有

ﾌｪﾝｽ用穴無

ﾌｪﾝｽ用穴有

ﾌｪﾝｽ用穴無

ﾌｪﾝｽ用穴有

ﾌｪﾝｽ用穴無

3

2

5

D10- 8

D10- 8

D10- 8

D10- 8

D10- 8

D10- 8

D13- 8

D13- 8

D13- 8

D13- 8

D10- 4

D10- 4

D10- 4

D10- 4

-

-

-

-

D10- 8

D10- 8

D10- 8

D10- 8

D10- 8

D10- 8

D13- 8

D13- 8

D13- 8

D13- 8

D10- 9

D10- 9

D10-11

D10-11

D10-19

D10-19

D10-23

D10-23

D10-29

D10-29

※）呼び名1500以下は、シングル鉄筋の配置である。

1

D10- 6

D10- 6

D13- 4

D13- 4

D16- 4

D16- 4

D13- 8

D13- 8

D16- 6

D16- 6

D16- 8

D16- 8

1000

鉄筋（径－本数）

1500

2000

2500

3000

呼び名
1

2500

3000

※）呼び名2000以下は、シングル鉄筋の配置である。

A,B

A

タイプ

A,B

A

A

B

B

2

-

3 4 5

-

6 7

- -

D10- 8 D 6- 8 D13-10

D10- 8 D 6-11 D13-12

- -D10- 8 D10-12 D16-10

D13-12 D16-12 D10- 8 D10- 8 D10-20 D 6- 3 D19-10

D10- 8

D10- 8

D10- 8

D16-12D16-10 D13-12 D10-20 D 6- 3 D19-10

2000 B D16-12D16-14 D10- 8 D10-12 D16-14D13- 8

-

8

-

-

D16-10

D 6- 4

※）底版現場打部の配力筋は、現場にて配置する。

-

-

D19-12 D16-12

D16-14D16-10 D10- 8 D10-25 D 6- 4 D19-12 -

D16-14D16-12 D16-12 D10-29 -

D10- 8

D13-10

D16-12

-

-

-


